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うした生徒達が大人になって成長した後、再び地元に戻る可

能性は十分にあると思います。高校教員はどうしても、受験

をゴールにして、そこから逆算して「今こういうことをやった

ほうがいいのではないか」という思考になりやすい。私は生

徒が夢中になる経験として「探究」のポテンシャルは非常に

高いと思っていますが、そうしたなかでいかに「逆算しない

社会の大人」に出会えるかは大切だと思っています。受験に

関する利害関係者でないからこそ、フラットに生徒に向き

合ってくれる、そういう存在は生徒が自分の人生を選ぶうえ

でとても大切です。

――探究によって社会に開かれた教育が展開されると、自分

を起点にした生徒の挑戦心やキャリア観が育まれていく。

そうした正の循環が正しく回ることが大切である一方で、こ

れまでの話にあったように、探究という挑戦をためらう生徒

もたくさんいると思います。彼らに対してはどのように指導

していくのでしょうか。

千葉　私達は、言葉で人を動かす仕事をしています。生徒達

の状況や性格に応じて、「～のように考えたらどう？」「こうい

う先輩がいたけど、参考になるかしら」「～を体験すると、こ

ういう意味で成長できると思うよ」といった言葉をタイミン

グ良く使い分けたいですね。進路指導とは、相手にとって適

切な言葉を選んで生徒の背中を押す仕事です。相場観や一

般論に照らしてではなく、目の前の生徒に適切な言葉を探す

のが進路指導の仕事です。

土方　学力はさほどではないし、目的意識も薄い。保護者の

意識も高くないという生徒は少なからずいます。私達は彼

らの視野を広げるため、進路検討会等の場を利用し教員同士

で意見を出し合いながら、色々な提案法を検討しています。

また、探究学習を通じて生徒の考えをまとめさせ、実行させ

る試みについても、もっと力を入れたい。それによって、自信

や前に進む力を身につけさせることは、教員にとって非常に

大切な仕事だと思うのです。

舟越　そうですね。そのためには、教員のスキルをどうやっ

て高めているかということも大事だと思います。私が普段

からご指導頂いている先輩方は、そのあたりの引き出しがと

ても豊富な方が多い。私達もそれに触発されて、色々な知見

を調べては、生徒達に還元しているところです。

今は教員にも働き方改革が求められ、私達は「できるだけ

早く帰って下さい」と言わなければならない立場です。そう

した中、上手にバランスを取りながら、教育のシステム化や教

員のスキルアップを実現していかなければなりませんね。

（編集／鹿島 梓、 文／白谷輝英）

若者はなぜ移動するのか
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言葉を尽くして生徒の挑戦精神を引き出す

●舟越 裕 氏 長崎県立松浦高校 校長

長崎県立佐世保北中学校・高等学校で進路指導を担当した後、長
崎県教育委員会勤務、長崎県立佐世保西高校教頭を経て、2022
年より現職

「進学先を選ぶこと」と「地元に残ること・地元を出ること」について、
高校生自身はどのように関連付け、意思決定しているのだろうか。
今回、2024 年 4 月から新たに大学に進学した学生達にアンケートを実施し、
高校段階での選択の背景について尋ねてみた。
なお、今回の調査における「地元」への進学とは、「自宅がある場所から通学できること」、

「地元外」への進学とは、「自宅から通えないので引っ越した」としている。

高校生の声／「地元内・地元外」の選択

地元進学希望者の多くが希望を
叶えた状態
　今回の調査においては、地元の学校

に進学した学生が約 7 割、地元外の学

校に進学した学生は約 3 割という結果

となった。そのうえで、進学先検討段

階における「地元進学／地元外進学」

の意向を尋ね、現在の状況が本人の希

望・意思に対して本意であったのかど

うかを見てみた。（図 1）

　結果としては、地元内進学者のうち、

「もともと地元進学を希望していた学

生」は 8 割に上った。（回答者の女子比

率が高いことも影響していると考えら

れる）

地元・地元外決定のカギ
「一人暮らし」
　図 2 に挙げたのは、「地元進学を志向

する理由」と、「地元外進学を志向する

理由」に対する自由回答と、自由回答

をテキストマイニングし可視化したも

のである。

　いずれも、「一人暮らし」という言葉

が頻出している。具体的な回答をみて

も、地元進学希望者の場合は一人暮ら

しに対する不安が多く、地元外進学希

望者は、一人で自立してみたいという

意欲が散見された。地元に残るにせよ、

地元外に行くにせよ「行きたい学校が

そこにあるから」や「学びたいことが

そこにしかないから」といったコメント

は、今回の調査では極めて少数であっ

た。

　地元外からの学生の流入は、学生の

日々の生活ごと受け入れるということ

だ。大学や地域が協力して、学業だけ

でなく、暮らしへの不安を解消し、自

立を支援する姿勢を示すことが大切だ

といえそうだ。

地元がいい理由（地元進学者×地元志向理由）

図1　地元内進学者の8割が「もともと地元で進学したかった」

図２
地元外がいい理由（地元外進学者×地元外志向理由）

●一人暮らしへの不安
・ 一人暮らしは自分で食事の管理、洗濯等をする必要があり、

できればそれらをしたくなかったから（大阪府・女子）
・ 体調を崩しやすく一人暮らしに不安があったから（鹿児島県・

女子）
・ 大学進学で環境が大きく変わるタイミングに一人暮らしをす

ることによる負担が加わると精神的にやっていけないと感じ
たから（愛知県・女子）

・ 一人暮らしできる自信がなかったから（兵庫県・男子）
・ 一人暮らしは自分には早いと思ったから（鳥取県・男子）

●お金がかかる
・ 就職で他県に行くのは構わないが学生だとお金かかるので通

いやすいところを選んだ（茨城県・女子）
・ 一人暮らしや寮に入るお金がないから。（滋賀県・女子）
・ 上の兄姉が一人暮らしと 6 年制の大学のためお金がないから

（千葉県・女子）
・ 交通費が浮くから（新潟県・女子）
・ 両親に負担をかけたくなかったから（愛知県・女子）
・ 高校が遠く、寮に 3 年間入っていたため、大学では、寮にお

金をかけたくなかったから。（埼玉県・女子）

●自立したい
・ 1 人で生きていく力をつけたかったから（山形県・女子）
・ 自分が知らない土地に身を置いて、自分の生きる力をつけた

かった。また、自分の知らない世界を見てみたかった（熊本
県・女子）

・ 自立した一人暮らしをしてみたいと思ったから（沖縄県・男
子）

・ 都会に行かないと、自立できないから（宮崎県・女子）
・ 1 人暮らしに憧れがあったから（新潟県・女子）

●新しい世界を経験したい
・ 違う世界を見てみたかった（山口県・女子）
・ 4 年間地元ではない場所で生活してみたかったから（岡山県・

女子）
・ 新しい土地で、自分のことを全く知らない人がいるところに

行きたかったから（長野県・女子）
・新たな環境で、心機一転して自分を変えたかったから（栃木県・

女子）
・新しい世界（京都府・男子）
・色んな体験したい（岐阜県・男子）
・色々な人との出会いが欲しかった（北海道・女子）

Q：現在通学している学校は、高校
時代の地元（自宅がある場所）から
通学できる学校ですか？ 

Q：進学先を決める際のあなたの考えに近いものを以下から選んでください。

その他
地元からは通学
できないので、
移動(引っ越し)した

地元から通学できる
学校である

地元外に行きたかったできれば地元外に行きたかった
地元でも、地元以外でもどちらでもよかった

できれば地元から通学したかった地元から通学したかった
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■調査概要
調査期間： 2024 年 4 月 1 日（月）～ 4 月 4 日（木）
調査方法： インターネット調査
調査対象： 全国の 4 年制大学・短期大学 1 年生（調査時点）

有効回答数：520 人（男 128 人・女 385 人・その他 7 人）
三大都市圏（東京・埼玉・千葉・神奈川・愛知・京都・大阪・兵庫）
の高校出身者　254 人
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